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国語（読本）で医学・衛生教材

現代のイメージとの異なり

　　　現代なら　学校教育において医学・衛生

　　　教科というと，「保健」あるいは「理科」。

　　　

　　　明治から昭和初期までの日本の

　　　小学校教科書国語（あるいは読本）の中に多数

　　　あった。

　　　



読本＝総合読本

人文・社会・自然あらゆる分野の
教材が入っていた。

「保健」が教科としてなかった。

　理科が教科として登場するのも明治20年
代になってからであった。

国語の占める比重は大きい。
　
＊明治３３年小学校令施行規則　第四号表
　尋小　4年　１５時間／２７時間が国語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第五－七号表　

高小　男子　１０時間／２８時間が国語　
理科は２時間

右は

国語読本高等小学校用　巻三
坪内雄蔵著　明治33(1900)年
冨山房



教科書の紹介：教科書史の時代区分に従っ
て

①自由採択期－－明治5(1872)年学制　

②開申制度（届出制）－－明治14(1881)年

③認可制度－－明治16(1883)年

④検定制（明治検定期）－－明治19（1886）年

⑤国定制－－明治37（1904）年から使用
　　　　　　　　　＊＊終戦後，昭和22(1947)年まで



①自由採択期－－明治5(1872)年学制

・文明開化－－欧米の教育制度に倣うーー翻訳教科書

・自由採択－－国家的統制少ない
　　　　　　　文部省刊行教科書は見本として作成

・翻刻－－文部省作成教科書の翻刻多い

・小学校制度ーー下等小学8級，上等小学8級
　　　　　　＊1級，半年毎に進級



①自由採択期

小学読本　巻ーから巻四まで　田中義廉編輯　那珂通高校正　師範学校編輯
　ウィルソン・リーダー（米国）の訳本　明治６(1873)年発行　
　明治７(1874)年８月改正版が全国に普及各地方で翻刻



小学読本　巻三

浜松　近藤巴太郎翻刻

明治9(1876)年10月）

第十二から第十四

飲酒を戒める教材があ
る

小学教則　六級で使用
　（六級＝今の小学校2
年の前半）



小学読本　巻三　浜松　近藤巴太郎翻刻　明治9(1876)年10月
第十三



小学読本　巻三　浜松　近藤巴太郎翻刻　明治9(1876)年10月　
第十四　　以下： ＊＊当時の教科書の翻刻の面白さ　　服装に注目



小学読本　巻三　堺県翻刻版 明治6(1783)年5月　第十四



小学読本巻三　　刊記不詳　　第十四



小学読本　巻二　榊原芳野編　明治8(1875)年11月　彦根　小川九平ほか御届
日本の従来の文化的土壌の中で教材を作成　巻四，五は那珂通高，稲垣千穎編



小学読本　巻二　榊原芳野編　明治8(1875)年11月　彦根　小川九平ほか御届
5丁裏－6丁表　　第十四　身体表面の名称　内眥（ﾏｶｼﾗ）＝目頭　　　外眥（ﾏｼｸ)＝目尻



②開申制度（届出）－－明治１４(1881)年
③認可制度－－明治１６(1883)年

・自由採択期からの揺り戻し

・漢文教材　・伝統的教材

・理科・地理的教材

・明治14年　小学教則大綱
　＊＊小学校　初等科3年　中等科3年　高等科2年



小学中等読本　巻二　木澤成肅編　明治14(1881)年　東京　阪上半七　版権免許
36丁裏－37丁表　　日納爾（ｼﾞｪﾝﾈﾙ）の種痘に関する教材　なお　60丁表-61丁表に「翰
他（ハンター）志を立」という教材あり　ハンター＝１８世紀の著名な外科医ジョンハンターのこと



小学中等読本　巻二　木澤成肅編　明治14(1881)年　東京　阪上半七　版権免許
　60丁表-61丁表に「翰他（ハンター）志を立」という教材あり　
ハンター＝１８世紀の著名な外科医ジョン・ハンターのこと



小学中等新撰読本　巻一　平井義直　

明治17(1884)年9月　
京都　杉本甚介発行

3丁表　心は身の主

　　　　　貝原益軒・養生訓より



新編小学読本　巻六　平井正編　明治16(1883)年5月版権免許　東京　石坂徳次郎　出版
第四章　飲食　　小猿に食事を与えて実験，
ローハは英国トーマス・パー 1483年-1635年152歳の話



明治検定期--明治19(1886)年から　

・森有礼文部大臣

・明治19(1886)年　小学校令

・尋常小学校4年，高等小学校２ないし4年

・教科書検定制度

・教材整備

・日清戦争－－日本国民意識の形成　
　　（それまでは藩意識が強かった）

日清戦争＝1894年（明治27年）7月から1895年（明治28年）4月



尋常小学第四読本　佐澤太郎編纂　明治20(1887)年訂正出版　東京　文栄堂　発行



尋常小学第四読本　佐澤太郎編纂　明治20(1887)年訂正出版　東京　文栄堂　発行
第一課　体操　　　　森有礼の兵式体操の導入



初学第八読本　島崎友輔　明治20(1887)年9月版権免許　大阪　前川善兵衛発行
第三　炭酸瓦斯



新撰高等小学読本　巻五　育英舎　明治27(1894)年3月訂正再版発行
第六　炭酸瓦斯及ビ呼吸　其二



高等小学明治読本　巻七　育英舎編纂　明治29(1896)年11月訂正再版　阪上半七発行
第二十三課　飲酒の戒　徒然草の文章から・・・酒席の無作法の見苦しさを描く



高等小学明治読本　巻七　育英舎編纂　明治29(1896)年11月訂正再版　阪上半七発行
第二十四課　看病人の心得　
　　　病室を用意すること　患者の身体を清潔に　看護人の注意・心得ること



国語読本尋常小学校用　

巻八

坪内雄蔵（＝逍遥）著

明治33(1900)年12月訂正再版

東京　冨山房



国語読本尋常小学校用　巻八　坪内雄蔵（＝逍遥）著　
明治33(1900)年12月訂正再版　東京　冨山房
第十七課　身体の構造（一）　頭は奥座敷，脳は一家の主人



高等小学新体読本　巻四　
金港堂書籍編輯所編
明治27(1894)年11月訂正再版　金港堂

国語読本高等小学校用　巻三
坪内雄蔵著　明治33(1900)年12月訂正再版
冨山房

イソップ物語から，擬人法により身体各部の機能を説明。



国定期ーー明治37（1904）年から使用

・教科書の種類　1種類だけ

・教科書の一層の国家統制

・教材における国家主義

・明治検定期を引き継ぐ教材あり

・高等小学校教科書における実用主義



国定第2期　尋常小学読本　巻八
大正4(1915)年翻刻　第二十　胃と身体 国定第3期　尋常小学国語読本　巻八

昭和8(1933)年6月修正翻刻　第二十五　胃とからだ

イソップ物語から，擬人法により身体各部の機能を説明。



尋常小学読本　巻七　文部省著　明治36(1903)年9月発行　昭和27年6月　広島図書復刻
第十　人ノカラダ　　家に喩えての説明



尋常小学読本　巻七　文部省著　明治36(1903)年9月発行　昭和27年6月　
広島図書復刻　第十人ノカラダ　　第十一　煙草と酒



高等小学読本　巻三　文部省著　大正3(1914)年11月修正　日本書籍
第三十課　統計　高等小学校を卒業して，社会人になったとき，
　　　　　　　　グラフや表を作る力が必要だった。



尋上小学国語読本　巻二　文部省著　大正15(1926)年4月修正翻刻　日本書籍
第二十　オクスリ 小学1年生に薬の飲み方について理解させている。



まとめ
　　・（国語）読本教科書が，国語教材というよりも読み物教材として
　　　存在し，医療や衛生に関する教材が多くあった。それら
　　　は，読み物教材として，工夫されていた。

課題　

・「医学図書館」誌に戦前の子どもの教科書が映す衛生事情として逐次
　　報告している。

　次のことを引き続き，職場の仲間と詳細に検討したい

・読本の衛生教材が他教科（例えば，理科や家事）教科書とどう関連付
　けられているか
・自由採択期から明治検定期を経て国定期にいたる長いスパンの中で
　継続された教材
　飲酒の戒め，イソップに素材を取った胃と身体の話，身体の構造等々の教材
・国家主義的な教育の時代の個人の健康と身体が　国家とどう関連付けられて
　いたか　ーー　例えば，昭和10年から刊行の『尋常小学算術』には国家総
　力戦に向かう時代だったからか，6年下教師用書に「国運発展の根本には，
　健全な　る身心をもつ国民が国土にみちて来なくてはならない・・・」と
　ある


